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今 こ そ 若 者 が 担 う時 代

高 い 志 を も ち 未 来 を 創 造 し よ う ！

副校長 井原 武彦

西郷隆盛２４歳、大久保利通２３歳、木戸孝允２０歳、坂本龍馬１８歳、板垣退助

１６歳、大隈重信１５歳、伊藤博文１２歳。

１８５３年、アメリカ海軍軍人のペリーが日本に来航したときの年齢です。この後、

明治維新により江戸時代が終わり、近代国家としての日本が誕生するまでの１５年間、

これらの人物が歴史上大きな働きをしたことはご存じの通りです。１０代、２０代の

若者が中心となって、日本を大きく動かした時代でした。

先日の全校朝礼で、校長先生から節電に向けたお話

がありました。「電力不足が予想され節電が必要とさ

れているが、病気の人やお年寄りなど無理ができない

方もいる。今こそ健康で元気な若者に頑張ってほし

い」という内容でした。

節電だけではありません。今なお残る津波の爪痕、

衣食住が十分に整わない避難所生活、原子力発電所の事故による被害や停滞する日本

経済等々、東日本大震災により日本は今、苦境に立たされています。そしてこんな時

だからこそ、時代は若者の力を求めています。柔軟でしなやかな心、失うことを恐れ

ないたくましい精神をもって日本を救い、新しく創造できるか否かは、皆さん方、若

者の力にかかっているのです。皆さんにとっての中学時代は、未来へ向かって高い志

をもって突き進む、そのための準備の時なのだと思います。

７月４日から７日まで、２年生の霧ヶ峰移動教室が行われました。他学年同様、２

年生もまた、宿泊行事において、目標達成への高い意識、集団を盛り上げ、互いに支

え合う団結力等、すばらしい力を発揮してくれました（活動の詳細については駒形中

ホームページをご覧下さい）。まさに駒形中の次代を担う２年生の面目躍如たるもの

がありました。

駒中生は成長しています。そしてこれからも成長し

続けてくれると思います。まもなく夏休みです。勉強、

部活、読書、ボランティア等、自分自身の目標を定め

て努力しましょう。そのことが自分自身、駒形中、そ

して日本の未来を創造する原動力になっていくと信じ

ています。



＜台東区総合体育大会で大健闘！！＞

６月下旬から７月上旬にかけて各運動部の夏の大会（「台東区総合体育大会」）が

行われ、３年生を中心とした本校の各部は昨年を上回る好成績を挙げました。各部の

成績は以下の通りです。

○ソフトテニス部

団体 男子 第２位 ＊都大会出場

女子 第２位

○バドミントン部

団体 女子 第２位 ＊Ｃブロック大会出場

個人 男子 第３位（ダブルス ：２年小泉・棚橋組）＊Ｃブロック大会出場

女子 第３位（シングルス：３年石橋芽実さん）

第４位（シングルス：３年小熊哉弥子さん）

第３位（ダブルス ：３年宇野・高橋組）

○バスケットボール部

男子 第３位

女子 第３位

○野球部 1 回戦で区大会優勝校の忍岡中と対戦、惜しくも敗れました。

○剣道部（個人）鬼頭征太郎くん（３－１）ベスト８に進出

３年生にとっての大会の最後として、吹奏楽部と水泳部の大会が夏休みに中に行わ

れます。吹奏楽部は、昨年に引き続いて金賞をめざして出場します。それぞれベスト

を尽くしてほしいと思います。

なお、夏休み中の８月２６日（金）には、小学生を対象とした「部活動体験」を予

定しています。お知り合いの方がいらしゃいましたら、ぜひ、お声かけをお願いしま

す。（夏休み前に各小学校にはおしらせを配布します）

＜第４回駒中まつりについて＞

今年も恒例の「駒中まつり」を９月４日（日）に行います。昨年同様、校庭での各

部活動による「ゲーム大会」、岩倉高校鉄道研究会による「ミニＳＬ乗車体験」、松

が谷児童館や地域の方による体験コーナー、そして焼きそばやフランクフルトなどの

「模擬店」、そしてＰＴＡによるバザーや野菜販売などを予定しています。

＜節電に伴う夏季休業中の学校閉鎖について＞

台東区教育委員会の要請に基づき、８／１２～８／１６の期間、学校を閉鎖します。

詳しくは「お知らせ」を近日中に配布しますので、ご理解とご協力をお願いします。

＜夏季休業中の主な予定＞

○学力補充教室 １学年（8/23 ～ 25）２学年（7/26 ～ 28）３学年（7/21 ～ 27）

○学年登校日 １学年（8/23） ２学年（8/29） ３学年（8/26）

○三者面談 ３学年（7/21 ～ 27）

○霧ヶ峰林間学園 7/30 ～ 8/2 ○夏季水泳教室 7/21・22


